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フランクリン･テンプルトン･インベストメンツ株式会社 
東京都港区六本木1丁目9番10号 

<お問い合わせ先> 

お客様ダイヤル 

電話番号：03-6230-5699 

受付時間：9:00～17:00 

(土･日･祝日および12月31日･1月2日･1月3日を除きます。) 

https://www.franklintempleton.co.jp/ 

お客様の口座内容などに関するお問い合わせは、お申込み

された販売会社までお願い申し上げます。 
 

   テンプルトン世界債券ファンド 
限定為替ヘッジコース 
為替ヘッジなしコース 

毎月分配型・為替ヘッジなしコース 

（愛称：地球号） 
限定為替ヘッジコース/為替ヘッジなしコース 

第 19期（決算日 2020年６月22日） 
毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
第108期（決算日 2020年１月20日） 
第109期（決算日 2020年２月20日） 
第110期（決算日 2020年３月23日） 
第111期（決算日 2020年４月20日） 
第112期（決算日 2020年５月20日） 
第113期（決算日 2020年６月22日） 

運 用 報 告 書（全体版） 
 ■■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 無期限 

運用方針 

主として、世界各国（新興国を含む）の国債およ
び政府機関債等に実質的な投資を行い、投資信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざし
て運用を行います。 

主な投資対象 

主として、以下の外国投資証券および投資信託受
益証券に投資を行います。 
「フランクリン・テンプルトン・インベストメン
ト・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボン
ド・ファンド（ルクセンブルク籍投資法人）」 
「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」 

組入制限 

投資信託証券および短期金融商品（短期運用の有
価証券を含みます。）以外への直接投資は行いま
せん。 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 
同一銘柄の投資信託証券への投資割合には制限を
設けません。 

分配方針 

毎決算時（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジな
しコースは毎年６月および12月の20日（休業日の
場合は翌営業日）、毎月分配型・為替ヘッジなし
コースは毎月20日（休業日の場合は翌営業日））に、
基準価額水準、市況動向等を勘案して収益分配金
額を決定します。 
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないこ
とがあります。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、委
託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。 
なお、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは６月
および12月以外の月の決算時の分配について
は、原則として配当等収益を中心とするものと
します。 

 

受益者の皆様へ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「テンプルトン世界債券ファンド」は2020年６月22日
に決算（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジなしコースは
第19期、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは第113期）を
行いました。ここに、限定為替ヘッジコース／為替ヘッジ
なしコースの第19期、毎月分配型・為替ヘッジなしコース
の第108期から第113期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上
げます。 



品 名：01_90087_700004-005-006_019_03_テンプルトン世界債券ファンド 合冊_823681.docx 

日 時：2020/8/4 11:54:00 

ページ：目次 

 

目  次 

 

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース  ································· １ 

近５期の運用実績、当期中の基準価額の推移 ········································ １ 

運用経過  ········································································· ２ 

１万口当たりの費用明細  ··························································· ７ 

売買及び取引の状況、利害関係人との取引状況等、第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況、組入資産の明細  ···· ９ 

投資信託財産の構成  ······························································· 10 

資産、負債、元本及び基準価額の状況、損益の状況  ···································· 11 

分配金のお知らせ  ································································· 12 

 

テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース  ································· 13 

近５期の運用実績、当期中の基準価額の推移 ········································ 13 

運用経過  ········································································· 14 

１万口当たりの費用明細  ··························································· 19 

売買及び取引の状況、利害関係人との取引状況等、第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況、組入資産の明細  ···· 21 

投資信託財産の構成  ······························································· 22 

資産、負債、元本及び基準価額の状況、損益の状況  ···································· 23 

分配金のお知らせ  ································································· 24 

 

テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース  ····················· 25 

近30期の運用実績  ······························································· 25 

当作成期中の基準価額の推移  ······················································· 26 

運用経過  ········································································· 27 

１万口当たりの費用明細  ··························································· 32 

売買及び取引の状況、利害関係人との取引状況等、第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況、組入資産の明細  ···· 34 

投資信託財産の構成、資産、負債、元本及び基準価額の状況  ···························· 35 

損益の状況  ······································································· 36 

分配金のお知らせ  ································································· 38 

 

投資対象ファンド  ································································· 39 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドの運用状況について  ····· 39 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）の運用状況について  ······················ 46 

  



品 名：01_90087_700004-005-006_019_03_テンプルトン世界債券ファンド 合冊_823681.docx 

日 時：2020/8/4 11:54:00 

ページ：1 

－ 1 － 

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

15期(2018年６月20日) 10,767 10 △3.5 98.7 5,156 

16期(2018年12月20日) 10,866 10 1.0 98.8 5,039 

17期(2019年６月20日) 11,002 10 1.3 98.7 5,043 

18期(2019年12月20日) 10,478 10 △4.7 99.4 4,543 

19期(2020年６月22日) 10,015 10 △4.3 99.0 4,222 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年12月20日 10,478 － 99.4 

12月末 10,491 0.1 98.8 

2020年１月末 10,500 0.2 98.8 

２月末 10,364 △1.1 99.0 

３月末 9,915 △5.4 99.2 

４月末 10,003 △4.5 99.2 

５月末 10,006 △4.5 99.4 

(期  末)    

2020年６月22日 10,025 △4.3 99.0 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2019年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY-H1」（以下、ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラスといいます。）の分配金再

投資基準価額が値下がりしたことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しくは後掲の

「■投資環境」をご参照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

・米ドル売り円買いの為替予約取引等による為替ヘッジコスト 

 

 

（債券市場） 

当期、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴う世界経済の悪化懸念を受け、米国10年国債利回りは低

下（債券価格は上昇）しました。また、欧州や新興国の長期債の利回りも全般に低下しました。 

米国の債券市場では、期首から2020年１月中旬にかけては、米中貿易交渉の進展を巡る観測などを背景にレ

ンジ内での動きとなっていましたが、その後、新型コロナウイルスの感染が世界へと広がるにつれ、世界経済

の成長減速が懸念され、投資家がリスク回避姿勢を強めたことなどを背景に安全資産とみられる債券への資

金移動が急速に進みました。米国10年国債利回りは３月初に史上初となる１％割れとなった一方、３月３日に

米連邦準備理事会（ＦＲＢ）はリーマンショック時以来となる臨時の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）を開

催し、政策金利であるフェデラルファンド（ＦＦ）金利の誘導目標レンジを0.5％引き下げました。さらに同

月中旬にも緊急のＦＯＭＣを開催し、1.0％の大幅な利下げを行い実質ゼロ金利としたことに加え、量的緩和

政策の再開も決定しました。ＦＲＢはその後も様々かつ大規模な金融政策を打ち出す一方、米国政府も新型コ

ロナウイルスの感染拡大に対応する財政政策を打ち出しました。米国10年国債利回りは期首の1.9％台から大

きく低下し0.6％台で期末を迎えました。 

欧州の債券市場でも、新型コロナウイルスの感染拡大を背景に景気悪化懸念が強まる中、各国の債券利回り

は低下しました。ドイツ10年国債利回りは期首の－0.2％台から低下し－0.4％台で期末を迎えました。 

新興国の債券市場は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まり、

一時は売られて大きく利回りが上昇しましたが、その後、主要先進国に合わせて各国が金融緩和姿勢を強めた

ことなどを背景に利回りは全般に低下しました。 

 

（外国為替市場） 

当期、米ドルの対円相場は期首の１米ドル109円台半ばから期末には106円台後半へとドル安円高となりま

した。 

2020年１月初、米軍によるイラン高官の殺害に伴う軍事的緊張の高まりなどを受けて、一時１米ドル107円

台までドル安円高が進みました。２月に入ると、発表された１月の米供給管理協会（ＩＳＭ）製造業指数が改

善を示したことや中国当局による大規模な流動性供給への期待などを背景に一時１米ドル112円台までドル高

円安が進む局面もありましたが、その後、新型コロナウイルスの世界的な感染が広がる中、投資家のリスク回

避姿勢が強まり、世界的な株安とともに原油価格も急落、そのような環境下で円が買われ、３月上旬には一時

１米ドル101円台までドル安円高が進みました。その後、金融市場全般が大きく変動する中で米ドルの需給が

ひっ迫し、一時１米ドル111円台まで米ドルが急反発したものの、ＦＲＢによる金融支援策や米国政府による

財政政策などを受け再び米ドルが弱含む展開となり、結局、米ドルの対円相場は期首を下回る水準で期末を終

投資環境 
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えました。 

ユーロは、米ドルに対してはやや堅調となりましたが、円に対してはやや軟調となりました。また、新興国

通貨は全般に軟調となりました。 

 

 

（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」を高位に組入れました。また、

「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

当期末の組入比率は、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」が

98.9％、「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」が0.1％となりました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本25.0％、韓国12.6％、メキシコ9.8％、ノルウェー8.8％、インドネシ

ア8.1％となりました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、米ドル57.7％、円54.2％、ノルウェークローネ8.8％となる一方で、ユーロ

－34.3％、豪ドル－15.7％となりました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格75.2％、非投資適格11.5％、その他13.3％となりました。 

 

（2020年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第19期 

2019年12月21日～ 
2020年６月22日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.100％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,993  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」および「日本短期債券ファン

ド（適格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定

為替ヘッジ・クラス」への投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

○市場見通し（2020年５月末時点） 

世界は依然として新型コロナウイルスによる経済的な影響の初期段階にあることから、ポートフォリオで

リスクを積み増すには時期尚早であると考えます。運用チームでは、直近のリスク資産の上昇は、市場では感

染流行第二波や金融市場の二番底に対するリスクが過小評価されている表れであると考えます。現在は、安全

な投資先と考える特定の資産に注目している一方、利回りの高い新興国において相対的に堅調な国内経済を

有している国への選別的な投資を行っています。低金利やマイナス金利となっている先進国債券利回りは、今

後も歴史的な低水準で推移することが見込まれ、債券価格の上昇余地は限定的であると考えており、リターン

の源泉は別の手段で獲得する方針です。 

ポートフォリオでは、脆弱な資産クラスの価格との相関を低める一方、相対的に高いインカムの獲得と元本

の確保を目指しています。また、キャッシュおよび流動性の高い米国短期国債のポジションを積み上げること

分配金 
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で、今後投資機会が訪れた際に迅速に対応できるようにしています。 

資産クラスによっては、2008年の世界金融危機以降のようなV字回復を期待した動きとなっている市場があ

ります。しかし、運用チームではより緩やかな回復を想定しており、持続的な回復局面に至るまでに多くの上

昇や調整が繰り返されるものと考えます。新型コロナウイルスのパンデミックはいつまで継続するのか、また

経済活動再開後に感染の再拡大が生じるのか、などについて予想することは依然として困難です。 

新型コロナウイルスのパンデミック前の世界が既に不安定な状況であったということが、現在の危機的状

況をさらに複雑なものとしています。具体的には、地政学的リスクの高まり、貿易摩擦、政治の二極化、先進

国における際限のない財政赤字、主要国における低金利環境の継続、そしてクレジットセクターの過剰債務な

どといった要素が経済あるいは金融ショックに対して脆弱な環境を創り出したと言えます。運用チームでは

過去数四半期にわたりこれらのリスクに懸念を抱いてきており、ポートフォリオでは昨年より安全資産を積

み増す一方、様々な新興国市場におけるリスクエクスポージャーの調整を行ってきました。新型コロナウイル

ス感染拡大や原油価格の急落などを予想していたわけではありませんが、不安定な市場環境がこのような予

見できない事象によって脆さを露呈することを懸念していました。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持します。イールドカーブのスティープ化を受

け、米国債に対するマイナスデュレーションのポジションを解消し、現在は流動性および利回りの観点から米

国債の短期ゾーンを選好しています。また、強固なファンダメンタルズを有し魅力的なリスク調整後の利回り

を有する国の通貨を選別的に保有しています。一方、それらのリスクに対し、円やスイスフランといった安全

資産と考える通貨を持つことでポートフォリオ全体のリスクバランスを調整しています。また、新興国通貨全

般のリスクに対するヘッジとして豪ドルを売り建てていることに加え、韓国ウォン、メキシコペソ、ブラジル

レアルについては各々為替ヘッジを行っています。また、大幅に割高となっているうえ、債務不履行や破綻に

対し脆弱であると考えるクレジット市場への投資は回避しています。全体として、割高で今も継続する経済へ

の影響に対して脆弱な資産クラスを回避し、ポートフォリオを分散させてリスクの低減を図っていく方針です。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○１万口当たりの費用明細 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 55  0.542  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (11)  (0.111)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (43)  (0.417)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.004   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 55   0.546    

期中の平均基準価額は、10,213円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。 

 

  

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○売買及び取引の状況 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

122,432 92,823 218,503 165,000  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2020年６月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 2,703,566 2,703,566 2,840 0.1 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

5,775,222 5,679,152 4,177,527 98.9 

合 計 8,478,788 8,382,718 4,180,368 99.0 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 
 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2020年６月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,840 0.1 

投資証券 4,177,527 98.2 

コール・ローン等、その他 72,640 1.7 

投資信託財産総額 4,253,007 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年６月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,253,007,489   

 コール・ローン等 72,638,989   

 投資信託受益証券(評価額) 2,840,907   

 投資証券(評価額) 4,177,527,593   

(B) 負債 30,014,493   

 未払収益分配金 4,216,468   

 未払解約金 1,967,671   

 未払信託報酬 23,660,383   

 未払利息 189   

 その他未払費用 169,782   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,222,992,996   

 元本 4,216,468,435   

 次期繰越損益金 6,524,561   

(D) 受益権総口数 4,216,468,435口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,015円 
 
 

○損益の状況 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 91,524,142   

 受取配当金 91,542,292   

 支払利息 △       18,150   

(B) 有価証券売買損益 △  257,934,031   

 売買益 5,379,104   

 売買損 △  263,313,135   

(C) 信託報酬等 △   23,839,741   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  190,249,630   

(E) 前期繰越損益金 △  161,791,511   

(F) 追加信託差損益金 362,782,170   

 (配当等相当額) (    669,522,351)  

 (売買損益相当額) (△  306,740,181)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 10,741,029   

(H) 収益分配金 △    4,216,468   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 6,524,561   

 追加信託差損益金 362,782,170   

 (配当等相当額) (    669,522,351)  

 (売買損益相当額) (△  306,740,181)  

 分配準備積立金 1,014,395,674   

 繰越損益金 △1,370,653,283   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

 
＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額は4,336,389,090円、期中追加設定元本額は25,589,018円、期中一部解約元本額は145,509,673円です。 

（２）期末における１口当たり純資産額は1.0015円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（67,684,401円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（669,522,351円）及び分

配準備積立金（950,927,741円）より、分配対象収益は、1,688,134,493円（１万口当たり4,003円）であり、うち4,216,468円（１万口当たり

10円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

15期(2018年６月20日) 14,735 10 △4.7 98.8 5,145 

16期(2018年12月20日) 15,388 10 4.5 98.8 5,014 

17期(2019年６月20日) 15,190 10 △1.2 98.7 4,776 

18期(2019年12月20日) 14,830 10 △2.3 99.4 4,452 

19期(2020年６月22日) 14,006 10 △5.5 99.0 3,915 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年12月20日 14,830 － 99.4 

12月末 14,878 0.3 98.7 

2020年１月末 14,853 0.2 98.8 

２月末 14,782 △0.3 99.1 

３月末 13,943 △6.0 99.2 

４月末 13,944 △6.0 99.4 

５月末 14,084 △5.0 99.5 

(期  末)    

2020年６月22日 14,016 △5.5 99.0 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2019年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が値下が

りしたことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しくは後掲の「■投資環境」をご参

照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当期、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴う世界経済の悪化懸念を受け、米国10年国債利回りは低

下（債券価格は上昇）しました。また、欧州や新興国の長期債の利回りも全般に低下しました。 

米国の債券市場では、期首から2020年１月中旬にかけては、米中貿易交渉の進展を巡る観測などを背景にレ

ンジ内での動きとなっていましたが、その後、新型コロナウイルスの感染が世界へと広がるにつれ、世界経済

の成長減速が懸念され、投資家がリスク回避姿勢を強めたことなどを背景に安全資産とみられる債券への資

金移動が急速に進みました。米国10年国債利回りは３月初に史上初となる１％割れとなった一方、３月３日に

米連邦準備理事会（ＦＲＢ）はリーマンショック時以来となる臨時の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）を開

催し、政策金利であるフェデラルファンド（ＦＦ）金利の誘導目標レンジを0.5％引き下げました。さらに同

月中旬にも緊急のＦＯＭＣを開催し、1.0％の大幅な利下げを行い実質ゼロ金利としたことに加え、量的緩和

政策の再開も決定しました。ＦＲＢはその後も様々かつ大規模な金融政策を打ち出す一方、米国政府も新型コ

ロナウイルスの感染拡大に対応する財政政策を打ち出しました。米国10年国債利回りは期首の1.9％台から大

きく低下し0.6％台で期末を迎えました。 

欧州の債券市場でも、新型コロナウイルスの感染拡大を背景に景気悪化懸念が強まる中、各国の債券利回り

は低下しました。ドイツ10年国債利回りは期首の－0.2％台から低下し－0.4％台で期末を迎えました。 

新興国の債券市場は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まり、

一時は売られて大きく利回りが上昇しましたが、その後、主要先進国に合わせて各国が金融緩和姿勢を強めた

ことなどを背景に利回りは全般に低下しました。 

 

（外国為替市場） 

当期、米ドルの対円相場は期首の１米ドル109円台半ばから期末には106円台後半へとドル安円高となりま

した。 

2020年１月初、米軍によるイラン高官の殺害に伴う軍事的緊張の高まりなどを受けて、一時１米ドル107円

台までドル安円高が進みました。２月に入ると、発表された１月の米供給管理協会（ＩＳＭ）製造業指数が改

善を示したことや中国当局による大規模な流動性供給への期待などを背景に一時１米ドル112円台までドル高

円安が進む局面もありましたが、その後、新型コロナウイルスの世界的な感染が広がる中、投資家のリスク回

避姿勢が強まり、世界的な株安とともに原油価格も急落、そのような環境下で円が買われ、３月上旬には一時

１米ドル101円台までドル安円高が進みました。その後、金融市場全般が大きく変動する中で米ドルの需給が

ひっ迫し、一時１米ドル111円台まで米ドルが急反発したものの、ＦＲＢによる金融支援策や米国政府による

財政政策などを受け再び米ドルが弱含む展開となり、結局、米ドルの対円相場は期首を下回る水準で期末を終

えました。 

投資環境 
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ユーロは、米ドルに対してはやや堅調となりましたが、円に対してはやや軟調となりました。また、新興国

通貨は全般に軟調となりました。 

 

 

（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日本短期債券ファ

ンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

当期末の組入比率は、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」が98.7％、「日本短

期債券ファンド（適格機関投資家限定）」が0.3％となりました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本25.0％、韓国12.6％、メキシコ9.8％、ノルウェー8.8％、インドネシ

ア8.1％となりました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、米ドル57.7％、円54.2％、ノルウェークローネ8.8％となる一方で、ユーロ

－34.3％、豪ドル－15.7％となりました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格75.2％、非投資適格11.5％、その他13.3％となりました。 

 

（2020年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第19期 

2019年12月21日～ 
2020年６月22日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.071％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,413  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適格機関投資

家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」への投資比率

は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通し（2020年５月末時点） 

世界は依然として新型コロナウイルスによる経済的な影響の初期段階にあることから、ポートフォリオで

リスクを積み増すには時期尚早であると考えます。運用チームでは、直近のリスク資産の上昇は、市場では感

染流行第二波や金融市場の二番底に対するリスクが過小評価されている表れであると考えます。現在は、安全

な投資先と考える特定の資産に注目している一方、利回りの高い新興国において相対的に堅調な国内経済を

有している国への選別的な投資を行っています。低金利やマイナス金利となっている先進国債券利回りは、今

後も歴史的な低水準で推移することが見込まれ、債券価格の上昇余地は限定的であると考えており、リターン

の源泉は別の手段で獲得する方針です。 

ポートフォリオでは、脆弱な資産クラスの価格との相関を低める一方、相対的に高いインカムの獲得と元本

の確保を目指しています。また、キャッシュおよび流動性の高い米国短期国債のポジションを積み上げること

分配金 
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で、今後投資機会が訪れた際に迅速に対応できるようにしています。 

資産クラスによっては、2008年の世界金融危機以降のようなV字回復を期待した動きとなっている市場があ

ります。しかし、運用チームではより緩やかな回復を想定しており、持続的な回復局面に至るまでに多くの上

昇や調整が繰り返されるものと考えます。新型コロナウイルスのパンデミックはいつまで継続するのか、また

経済活動再開後に感染の再拡大が生じるのか、などについて予想することは依然として困難です。 

新型コロナウイルスのパンデミック前の世界が既に不安定な状況であったということが、現在の危機的状

況をさらに複雑なものとしています。具体的には、地政学的リスクの高まり、貿易摩擦、政治の二極化、先進

国における際限のない財政赤字、主要国における低金利環境の継続、そしてクレジットセクターの過剰債務な

どといった要素が経済あるいは金融ショックに対して脆弱な環境を創り出したと言えます。運用チームでは

過去数四半期にわたりこれらのリスクに懸念を抱いてきており、ポートフォリオでは昨年より安全資産を積

み増す一方、様々な新興国市場におけるリスクエクスポージャーの調整を行ってきました。新型コロナウイル

ス感染拡大や原油価格の急落などを予想していたわけではありませんが、不安定な市場環境がこのような予

見できない事象によって脆さを露呈することを懸念していました。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持します。イールドカーブのスティープ化を受

け、米国債に対するマイナスデュレーションのポジションを解消し、現在は流動性および利回りの観点から米

国債の短期ゾーンを選好しています。また、強固なファンダメンタルズを有し魅力的なリスク調整後の利回り

を有する国の通貨を選別的に保有しています。一方、それらのリスクに対し、円やスイスフランといった安全

資産と考える通貨を持つことでポートフォリオ全体のリスクバランスを調整しています。また、新興国通貨全

般のリスクに対するヘッジとして豪ドルを売り建てていることに加え、韓国ウォン、メキシコペソ、ブラジル

レアルについては各々為替ヘッジを行っています。また、大幅に割高となっているうえ、債務不履行や破綻に

対し脆弱であると考えるクレジット市場への投資は回避しています。全体として、割高で今も継続する経済へ

の影響に対して脆弱な資産クラスを回避し、ポートフォリオを分散させてリスクの低減を図っていく方針です。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○１万口当たりの費用明細 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 78  0.542  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (16)  (0.111)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (60)  (0.417)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.004   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.004)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 79   0.546    

期中の平均基準価額は、14,414円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。 

 

  

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○売買及び取引の状況 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

86,265 90,072 322,003 332,000  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2020年６月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 11,202,737 11,202,737 11,771 0.3 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

4,057,033 3,821,295 3,864,552 98.7 

合 計 15,259,770 15,024,032 3,876,324 99.0 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 
 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2020年６月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 11,771 0.3 

投資証券 3,864,552 93.4 

コール・ローン等、その他 262,229 6.3 

投資信託財産総額 4,138,552 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

 



品 名：02_90087_700004-005-006_019_03_テンプルトン世界債券ファンド 合冊_823681.docx 

日 時：2020/8/4 11:19:00 

ページ：23 

－ 23 － 

テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年６月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,138,552,834   

 コール・ローン等 262,228,584   

 投資信託受益証券(評価額) 11,771,836   

 投資証券(評価額) 3,864,552,414   

(B) 負債 222,788,079   

 未払収益分配金 2,795,855   

 未払解約金 196,699,405   

 未払信託報酬 23,126,192   

 未払利息 682   

 その他未払費用 165,945   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,915,764,755   

 元本 2,795,855,211   

 次期繰越損益金 1,119,909,544   

(D) 受益権総口数 2,795,855,211口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,006円 
 
 

○損益の状況 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 85,672,800   

 受取配当金 85,690,323   

 支払利息 △       17,523   

(B) 有価証券売買損益 △  288,106,073   

 売買益 19,591,935   

 売買損 △  307,698,008   

(C) 信託報酬等 △   23,300,798   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  225,734,071   

(E) 前期繰越損益金 120,184,219   

(F) 追加信託差損益金 1,228,255,251   

 (配当等相当額) (    958,438,139)  

 (売買損益相当額) (    269,817,112)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,122,705,399   

(H) 収益分配金 △    2,795,855   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,119,909,544   

 追加信託差損益金 1,228,255,251   

 (配当等相当額) (    958,438,139)  

 (売買損益相当額) (    269,817,112)  

 分配準備積立金 1,393,868,773   

 繰越損益金 △1,502,214,480   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

 
＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額は3,002,477,506円、期中追加設定元本額は55,607,281円、期中一部解約元本額は262,229,576円です。 

（２）期末における１口当たり純資産額は1.4006円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（62,372,002円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（958,438,139円）及び分

配準備積立金（1,334,292,626円）より、分配対象収益は、2,355,102,767円（１万口当たり8,423円）であり、うち2,795,855円（１万口当た

り10円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
 

○ 近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

 84期(2018年１月22日) 13,174 50 △1.3 98.8 859 

 85期(2018年２月20日) 12,402 50 △5.5 98.7 711 

 86期(2018年３月20日) 12,255 50 △0.8 99.2 662 

 87期(2018年４月20日) 12,502 50 2.4 98.7 676 

 88期(2018年５月21日) 12,670 50 1.7 98.7 681 

 89期(2018年６月20日) 12,449 50 △1.3 98.7 670 

 90期(2018年７月20日) 12,871 50 3.8 98.8 692 

 91期(2018年８月20日) 12,516 50 △2.4 98.7 662 

 92期(2018年９月20日) 12,422 50 △0.4 98.7 639 

 93期(2018年10月22日) 12,801 50 3.5 98.8 653 

 94期(2018年11月20日) 12,725 50 △0.2 98.7 647 

 95期(2018年12月20日) 12,707 50 0.3 98.8 647 

 96期(2019年１月21日) 12,593 50 △0.5 98.7 632 

 97期(2019年２月20日) 12,686 50 1.1 98.6 373 

 98期(2019年３月20日) 12,783 50 1.2 98.7 374 

 99期(2019年４月22日) 12,859 50 1.0 98.6 375 

100期(2019年５月20日) 12,353 50 △3.5 98.4 344 

101期(2019年６月20日) 12,225 50 △0.6 98.7 344 

102期(2019年７月22日) 12,320 50 1.2 98.7 297 

103期(2019年８月20日) 11,624 50 △5.2 98.8 272 

104期(2019年９月20日) 11,629 50 0.5 98.9 269 

105期(2019年10月21日) 11,591 50 0.1 98.8 267 

106期(2019年11月20日) 11,563 50 0.2 98.8 266 

107期(2019年12月20日) 11,660 50 1.3 98.9 251 

108期(2020年１月20日) 11,748 50 1.2 98.7 252 

109期(2020年２月20日) 11,768 50 0.6 98.7 252 

110期(2020年３月23日) 11,188 50 △4.5 99.0 233 

111期(2020年４月20日) 10,858 50 △2.5 98.8 225 

112期(2020年５月20日) 10,836 50 0.3 98.7 225 

113期(2020年６月22日) 10,738 50 △0.4 98.9 206 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 
（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 
（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 
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○当作成期中の基準価額の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第108期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年12月20日 11,660 － 98.9 

12月末 11,697 0.3 99.0 

(期  末)    

2020年１月20日 11,798 1.2 98.7 

第109期 

(期  首)    

2020年１月20日 11,748 － 98.7 

１月末 11,628 △1.0 99.0 

(期  末)    

2020年２月20日 11,818 0.6 98.7 

第110期 

(期  首)    

2020年２月20日 11,768 － 98.7 

２月末 11,524 △2.1 98.6 

(期  末)    

2020年３月23日 11,238 △4.5 99.0 

第111期 

(期  首)    

2020年３月23日 11,188 － 99.0 

３月末 10,832 △3.2 98.8 

(期  末)    

2020年４月20日 10,908 △2.5 98.8 

第112期 

(期  首)    

2020年４月20日 10,858 － 98.8 

４月末 10,782 △0.7 98.2 

(期  末)    

2020年５月20日 10,886 0.3 98.7 

第113期 

(期  首)    

2020年５月20日 10,836 － 98.7 

５月末 10,839 0.0 98.6 

(期  末)    

2020年６月22日 10,788 △0.4 98.9 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○運用経過 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2019年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が値下が

りしたことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しくは後掲の「■投資環境」をご参

照ください。 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当作成期、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴う世界経済の悪化懸念を受け、米国10年国債利回り

は低下（債券価格は上昇）しました。また、欧州や新興国の長期債の利回りも全般に低下しました。 

米国の債券市場では、当作成期首から2020年１月中旬にかけては、米中貿易交渉の進展を巡る観測などを背

景にレンジ内での動きとなっていましたが、その後、新型コロナウイルスの感染が世界へと広がるにつれ、世

界経済の成長減速が懸念され、投資家がリスク回避姿勢を強めたことなどを背景に安全資産とみられる債券

への資金移動が急速に進みました。米国10年国債利回りは３月初に史上初となる１％割れとなった一方、３月

３日に米連邦準備理事会（ＦＲＢ）はリーマンショック時以来となる臨時の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

を開催し、政策金利であるフェデラルファンド（ＦＦ）金利の誘導目標レンジを0.5％引き下げました。さら

に同月中旬にも緊急のＦＯＭＣを開催し、1.0％の大幅な利下げを行い実質ゼロ金利としたことに加え、量的

緩和政策の再開も決定しました。ＦＲＢはその後も様々かつ大規模な金融政策を打ち出す一方、米国政府も新

型コロナウイルスの感染拡大に対応する財政政策を打ち出しました。米国10年国債利回りは当作成期首の

1.9％台から大きく低下し0.6％台で当作成期末を迎えました。 

欧州の債券市場でも、新型コロナウイルスの感染拡大を背景に景気悪化懸念が強まる中、各国の債券利回り

は低下しました。ドイツ10年国債利回りは当作成期首の－0.2％台から低下し－0.4％台で当作成期末を迎え

ました。 

新興国の債券市場は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まり、

一時は売られて大きく利回りが上昇しましたが、その後、主要先進国に合わせて各国が金融緩和姿勢を強めた

ことなどを背景に利回りは全般に低下しました。 

 

（外国為替市場） 

当作成期、米ドルの対円相場は当作成期首の１米ドル109円台半ばから当作成期末には106円台後半へとド

ル安円高となりました。 

2020年１月初、米軍によるイラン高官の殺害に伴う軍事的緊張の高まりなどを受けて、一時１米ドル107円

台までドル安円高が進みました。２月に入ると、発表された１月の米供給管理協会（ＩＳＭ）製造業指数が改

善を示したことや中国当局による大規模な流動性供給への期待などを背景に一時１米ドル112円台までドル高

円安が進む局面もありましたが、その後、新型コロナウイルスの世界的な感染が広がる中、投資家のリスク回

避姿勢が強まり、世界的な株安とともに原油価格も急落、そのような環境下で円が買われ、３月上旬には一時

１米ドル101円台までドル安円高が進みました。その後、金融市場全般が大きく変動する中で米ドルの需給が

ひっ迫し、一時１米ドル111円台まで米ドルが急反発したものの、ＦＲＢによる金融支援策や米国政府による

財政政策などを受け再び米ドルが弱含む展開となり、結局、米ドルの対円相場は当作成期首を下回る水準で当

投資環境 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

作成期末を終えました。 

ユーロは、米ドルに対してはやや堅調となりましたが、円に対してはやや軟調となりました。また、新興国

通貨は全般に軟調となりました。 

 

 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日

本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

当作成期末の組入比率は、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」が98.5％、「日

本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」が0.4％となりました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本25.0％、韓国12.6％、メキシコ9.8％、ノルウェー8.8％、インドネシ

ア8.1％となりました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、米ドル57.7％、円54.2％、ノルウェークローネ8.8％となる一方で、ユーロ

－34.3％、豪ドル－15.7％となりました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格75.2％、非投資適格11.5％、その他13.3％となりました。 

 

（2020年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 



品 名：03_90087_700004-005-006_113_03_テンプルトン世界債券ファンド 合冊_823681.docx 

日 時：2020/8/4 11:21:00 

ページ：30 

－ 30 － 

 

当作成期の収益分配は次表の通りです。第108期から第112期については、配当等収益を中心に分配を行いま

した。第113期につきましては、配当等収益に加え、基準価額の水準、市況動向等を勘案して決定いたしました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第108期 第109期 第110期 第111期 第112期 第113期 

2019年12月21日～ 
2020年１月20日 

2020年１月21日～ 
2020年２月20日 

2020年２月21日～ 
2020年３月23日 

2020年３月24日～ 
2020年４月20日 

2020年４月21日～ 
2020年５月20日 

2020年５月21日～ 
2020年６月22日 

当期分配金 50  50  50  50  50  50  

(対基準価額比率) 0.424％ 0.423％ 0.445％ 0.458％ 0.459％ 0.463％ 

 当期の収益 45  43  35  28  19  16  

 当期の収益以外 4  6  14  21  30  33  

翌期繰越分配対象額 6,852  6,845  6,831  6,809  6,778  6,745  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適

格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」へ

の投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通し（2020年５月末時点） 

世界は依然として新型コロナウイルスによる経済的な影響の初期段階にあることから、ポートフォリオで

リスクを積み増すには時期尚早であると考えます。運用チームでは、直近のリスク資産の上昇は、市場では感

染流行第二波や金融市場の二番底に対するリスクが過小評価されている表れであると考えます。現在は、安全

な投資先と考える特定の資産に注目している一方、利回りの高い新興国において相対的に堅調な国内経済を

有している国への選別的な投資を行っています。低金利やマイナス金利となっている先進国債券利回りは、今

後も歴史的な低水準で推移することが見込まれ、債券価格の上昇余地は限定的であると考えており、リターン

の源泉は別の手段で獲得する方針です。 

ポートフォリオでは、脆弱な資産クラスの価格との相関を低める一方、相対的に高いインカムの獲得と元本

分配金 
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の確保を目指しています。また、キャッシュおよび流動性の高い米国短期国債のポジションを積み上げること

で、今後投資機会が訪れた際に迅速に対応できるようにしています。 

資産クラスによっては、2008年の世界金融危機以降のようなV字回復を期待した動きとなっている市場があ

ります。しかし、運用チームではより緩やかな回復を想定しており、持続的な回復局面に至るまでに多くの上

昇や調整が繰り返されるものと考えます。新型コロナウイルスのパンデミックはいつまで継続するのか、また

経済活動再開後に感染の再拡大が生じるのか、などについて予想することは依然として困難です。 

新型コロナウイルスのパンデミック前の世界が既に不安定な状況であったということが、現在の危機的状

況をさらに複雑なものとしています。具体的には、地政学的リスクの高まり、貿易摩擦、政治の二極化、先進

国における際限のない財政赤字、主要国における低金利環境の継続、そしてクレジットセクターの過剰債務な

どといった要素が経済あるいは金融ショックに対して脆弱な環境を創り出したと言えます。運用チームでは

過去数四半期にわたりこれらのリスクに懸念を抱いてきており、ポートフォリオでは昨年より安全資産を積

み増す一方、様々な新興国市場におけるリスクエクスポージャーの調整を行ってきました。新型コロナウイル

ス感染拡大や原油価格の急落などを予想していたわけではありませんが、不安定な市場環境がこのような予

見できない事象によって脆さを露呈することを懸念していました。 

 

○運用方針 

全体として、ポートフォリオのデュレーションを短めに維持します。イールドカーブのスティープ化を受

け、米国債に対するマイナスデュレーションのポジションを解消し、現在は流動性および利回りの観点から米

国債の短期ゾーンを選好しています。また、強固なファンダメンタルズを有し魅力的なリスク調整後の利回り

を有する国の通貨を選別的に保有しています。一方、それらのリスクに対し、円やスイスフランといった安全

資産と考える通貨を持つことでポートフォリオ全体のリスクバランスを調整しています。また、新興国通貨全

般のリスクに対するヘッジとして豪ドルを売り建てていることに加え、韓国ウォン、メキシコペソ、ブラジル

レアルについては各々為替ヘッジを行っています。また、大幅に割高となっているうえ、債務不履行や破綻に

対し脆弱であると考えるクレジット市場への投資は回避しています。全体として、割高で今も継続する経済へ

の影響に対して脆弱な資産クラスを回避し、ポートフォリオを分散させてリスクの低減を図っていく方針です。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

項 目 
第108期～第113期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 61  0.542  (a)信託報酬＝〔作成期間の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (12)  (0.111)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (47)  (0.417)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.004   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)  その他費用 
・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 61   0.546    

作成期間の平均基準価額は、11,217円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四

捨五入してあります。 

 

  

〔作成期間のその他費用〕 

〔作成期間の平均受益権口数〕
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○売買及び取引の状況 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 

銘 柄 
第108期～第113期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

4,760 4,973 31,027 32,000  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年12月21日～2020年６月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2020年６月22日現在) 

 

銘 柄 
第107期末 第113期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 785,042 785,042 824 0.4 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

227,392 201,124 203,401 98.5 

合 計 1,012,434 986,166 204,226 98.9 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2020年６月22日現在) 

項 目 
第113期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 824 0.4 

投資証券 203,401 98.0 

コール・ローン等、その他 3,378 1.6 

投資信託財産総額 207,603 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第108期末 第109期末 第110期末 第111期末 第112期末 第113期末 

2020年１月20日現在 2020年２月20日現在 2020年３月23日現在 2020年４月20日現在 2020年５月20日現在 2020年６月22日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 254,057,280   253,748,652   237,220,502   226,519,325   226,558,654   207,603,509   

 コール・ローン等 3,638,605   4,596,306   6,429,333   3,873,110   4,120,108   3,377,326   

 投資信託受益証券(評価額) 827,669   828,454   824,372   823,509   824,529   824,922   

 投資証券(評価額) 248,591,006   248,323,892   229,966,797   221,822,706   221,614,017   203,401,261   

 未収入金 1,000,000   －   －   －   －   －   

(B) 負債 1,307,258   1,313,811   4,121,442   1,225,616   1,239,612   1,174,391   

 未払収益分配金 1,075,737   1,072,543   1,041,709   1,037,471   1,039,649   961,188   

 未払解約金 923   11,736   2,852,072   2   2   －   

 未払信託報酬 228,961   227,905   226,054   186,818   198,551   211,691   

 未払利息 8   11   －   －   －   8   

 その他未払費用 1,629   1,616   1,607   1,325   1,410   1,504   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 252,750,022   252,434,841   233,099,060   225,293,709   225,319,042   206,429,118   

 元本 215,147,526   214,508,761   208,341,884   207,494,318   207,929,980   192,237,617   

 次期繰越損益金 37,602,496   37,926,080   24,757,176   17,799,391   17,389,062   14,191,501   

(D) 受益権総口数 215,147,526口 214,508,761口 208,341,884口 207,494,318口 207,929,980口 192,237,617口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,748円 11,768円 11,188円 10,858円 10,836円 10,738円 
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○損益の状況 

項 目 
第108期 第109期 第110期 第111期 第112期 第113期 

2019年12月21日～ 
2020年１月20日 

2020年１月21日～ 
2020年２月20日 

2020年２月21日～ 
2020年３月23日 

2020年３月24日～ 
2020年４月20日 

2020年４月21日～ 
2020年５月20日 

2020年５月21日～ 
2020年６月22日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,057,275   1,068,925   975,424   770,441   532,572   535,507   

 受取配当金 1,057,527   1,069,165   975,681   770,467   532,631   535,865   

 支払利息 △        252   △        240   △        257   △         26   △         59   △        358   

(B) 有価証券売買損益 2,143,915   671,042   △ 11,779,564   △  6,400,041   259,700   △  1,245,335   

 売買益 2,147,110   682,002   578,008   15,256   268,772   115,653   

 売買損 △      3,195   △     10,960   △ 12,357,572   △  6,415,297   △      9,072   △  1,360,988   

(C) 信託報酬等 △    230,590   △    229,521   △    227,661   △    188,362   △    200,189   △    213,415   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,970,600   1,510,446   △ 11,031,801   △  5,817,962   592,083   △    923,243   

(E) 前期繰越損益金 △ 35,531,833   △ 33,414,039   △ 31,965,919   △ 43,772,618   △ 50,628,051   △ 47,091,828   

(F) 追加信託差損益金 71,239,466   70,902,216   68,796,605   68,427,442   68,464,679   63,167,760   

 (配当等相当額) (  120,022,988)  (  119,767,022)  (  116,374,974)  (  115,953,308)  (  116,250,007)  (  107,539,765)  

 (売買損益相当額) (△ 48,783,522)  (△ 48,864,806)  (△ 47,578,369)  (△ 47,525,866)  (△ 47,785,328)  (△ 44,372,005)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 38,678,233   38,998,623   25,798,885   18,836,862   18,428,711   15,152,689   

(H) 収益分配金 △  1,075,737   △  1,072,543   △  1,041,709   △  1,037,471   △  1,039,649   △    961,188   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 37,602,496   37,926,080   24,757,176   17,799,391   17,389,062   14,191,501   

 追加信託差損益金 71,239,466   70,902,216   68,796,605   68,427,442   68,464,679   63,167,760   

 (配当等相当額) (  120,022,988)  (  119,767,022)  (  116,374,974)  (  115,953,308)  (  116,250,007)  (  107,539,765)  

 (売買損益相当額) (△ 48,783,522)  (△ 48,864,806)  (△ 47,578,369)  (△ 47,525,866)  (△ 47,785,328)  (△ 44,372,005)  

 分配準備積立金 27,396,439   27,070,255   25,947,017   25,334,427   24,692,783   22,127,704   

 繰越損益金 △ 61,033,409   △ 60,046,391   △ 69,986,446   △ 75,962,478   △ 75,768,400   △ 71,103,963   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１） 第108期首元本額は215,358,753円、第108～113期中追加設定元本額は3,038,750円、第108～113期中一部解約元本額は26,159,886円です。 

（２） １口当たり純資産額は、第108期1.1748円、第109期1.1768円、第110期1.1188円、第111期1.0858円、第112期1.0836円、第113期1.0738

円です。 

 

（損益及び剰余金計算書関係） 

分配金の計算過程 

（１）第108期（自2019年12月21日 至2020年１月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（981,111円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（120,022,988円）及び分配

準備積立金（27,491,065円）より、分配対象収益は、148,495,164円（１万口当たり6,902円）であり、うち1,075,737円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 

（２） 第109期（自2020年１月21日 至2020年２月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（927,930円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（119,767,022円）及び分配

準備積立金（27,214,868円）より、分配対象収益は、147,909,820円（１万口当たり6,895円）であり、うち1,072,543円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 

（３）第110期（自2020年２月21日 至2020年３月23日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（747,763円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（116,374,974円）及び分配

準備積立金（26,240,963円）より、分配対象収益は、143,363,700円（１万口当たり6,881円）であり、うち1,041,709円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 

（４）第111期（自2020年３月24日 至2020年４月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（582,079円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（115,953,308円）及び分配

準備積立金（25,789,819円）より、分配対象収益は、142,325,206円（１万口当たり6,859円）であり、うち1,037,471円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 

（５）第112期（自2020年４月21日 至2020年５月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（398,005円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（116,250,007円）及び分配

準備積立金（25,334,427円）より、分配対象収益は、141,982,439円（１万口当たり6,828円）であり、うち1,039,649円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 

（６）第113期（自2020年５月21日 至2020年６月22日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（322,092円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（107,539,765円）及び分配

準備積立金（22,766,800円）より、分配対象収益は、130,628,657円（１万口当たり6,795円）であり、うち961,188円（１万口当たり50円）

を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

 第108期 第109期 第110期 第111期 第112期 第113期 

１万口当たり分配金（税込み） 50円 50円 50円 50円 50円 50円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）

2018年７月24日～2019年７月22日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 15 0.140 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (11) (0.108) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 1) (0.011) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 2) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 15 0.143

期中の平均基準価額は、10,542円です。
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